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アンケートおよび実態調査とも

回答があった施設数で集計を
行ったため、質問ごとに合計施
設数が違っていることをご了承
ください。

ABO血液型検査血液型検査血液型検査血液型検査

実施施設実施施設実施施設実施施設

27年年年年 61

26年年年年 61

日勤帯で日勤帯で日勤帯で日勤帯での主の主の主の主な方法な方法な方法な方法

28

25

4

2

1

28

26

5

1

2

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他 26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

夜間・日直帯夜間・日直帯夜間・日直帯夜間・日直帯でのでのでのでの主な方法主な方法主な方法主な方法

27

24

3

2

1

2

26

24

3

2

2

3

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他

未実施未実施未実施未実施 26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

Rh(D)Rh(D)Rh(D)Rh(D)血液型検査血液型検査血液型検査血液型検査

実施施設実施施設実施施設実施施設

27年年年年 61

26年年年年 61
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日勤帯での主な方法日勤帯での主な方法日勤帯での主な方法日勤帯での主な方法

28

26

4

2

1

29

26

5

1

1

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他 26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

夜間・日直帯での主な方法夜間・日直帯での主な方法夜間・日直帯での主な方法夜間・日直帯での主な方法

27

24

3

2

1

2

27

24

3

2

1

3

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他

未実施未実施未実施未実施 26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

不規則抗体検査

不規則抗体スクリーニング不規則抗体スクリーニング不規則抗体スクリーニング不規則抗体スクリーニング

44

46

14

15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

27年年年年

26年年年年

実施 未実施

日勤帯日勤帯日勤帯日勤帯でのでのでのでの主な方法主な方法主な方法主な方法

9

26

4

4

1

10

25

4

5

1

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他
26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

夜間・日直帯で夜間・日直帯で夜間・日直帯で夜間・日直帯での主の主の主の主な方法な方法な方法な方法

10

21

3

3

1

9

20

3

4

1

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他

26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数
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不規則抗体同定不規則抗体同定不規則抗体同定不規則抗体同定

30

34

14

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

27年年年年

26年年年年

実施 未実施
14

11

0

4

1

17

10

1

6

1

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他

26年年年年 27年年年年

日勤帯日勤帯日勤帯日勤帯ででででのののの主主主主な方法な方法な方法な方法

施設数施設数施設数施設数

夜間・日直帯で夜間・日直帯で夜間・日直帯で夜間・日直帯での主の主の主の主な方法な方法な方法な方法

5

1

0

1

1

7

2

0

2

2

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他

26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

9

13

34

33

27年年年年

26年年年年

生理食塩液法生理食塩液法生理食塩液法生理食塩液法

未実施未実施未実施未実施 実施実施実施実施

36

40

7

6

酵素法酵素法酵素法酵素法

41

46

0

0

間接抗グロブリン法間接抗グロブリン法間接抗グロブリン法間接抗グロブリン法

施設数施設数施設数施設数

間接抗間接抗間接抗間接抗グロブリン法で主に使用している反応促グロブリン法で主に使用している反応促グロブリン法で主に使用している反応促グロブリン法で主に使用している反応促
進剤・増強剤について進剤・増強剤について進剤・増強剤について進剤・増強剤について

33

4

1

3

36

5

1

3

低イオン強度溶液（低イオン強度溶液（低イオン強度溶液（低イオン強度溶液（LISS））））

ポリエチレングリコールポリエチレングリコールポリエチレングリコールポリエチレングリコール
(PEG)

ウシアルブミンウシアルブミンウシアルブミンウシアルブミン

重合ウシアルブミン重合ウシアルブミン重合ウシアルブミン重合ウシアルブミン 26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

酵素法の種類酵素法の種類酵素法の種類酵素法の種類

10

18

6

14

18

8

ブロメリンブロメリンブロメリンブロメリン1段法段法段法段法

フィシンフィシンフィシンフィシン2段法段法段法段法

パパインパパインパパインパパイン2段法段法段法段法

26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数
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間接抗グロブリン法で主に使用しているクームス血清
（抗グロブリン試薬）

23

18

1

24

22

11

多特異性多特異性多特異性多特異性

抗抗抗抗IgG

未実施未実施未実施未実施

26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

間接抗グロブリン法における、クームスコントロール血球
による確認試験の実施について

実施
32%

未実施
68%

交差適合試験について

交差適合試験交差適合試験交差適合試験交差適合試験

56 

57 

2

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

27年年年年

26年年年年

実施施設実施施設実施施設実施施設 未実施未実施未実施未実施 施設数施設数施設数施設数

日勤帯日勤帯日勤帯日勤帯でのでのでのでの主な方法主な方法主な方法主な方法

15

18

2

5

1

29

19

3

7

1

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他 26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

夜間・日直帯での主な方法

16

18

2

5

0

29

17

3

7

1

試験管法試験管法試験管法試験管法 （（（（用手法用手法用手法用手法））））

全自動機器全自動機器全自動機器全自動機器

半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）半自動機器（分注または判定）

カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）カラム凝集法（用手法）

その他その他その他その他 26年年年年 27年年年年
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主な検査法

1

19

0

7

10

4

0

0

1

21

2

16

13

5

1

1

生理食塩液法のみ生理食塩液法のみ生理食塩液法のみ生理食塩液法のみ

間接抗グロブリン法のみ間接抗グロブリン法のみ間接抗グロブリン法のみ間接抗グロブリン法のみ

コンピュータークロスマッチのみコンピュータークロスマッチのみコンピュータークロスマッチのみコンピュータークロスマッチのみ

生理食塩液法＋酵素法＋間接抗グロブリン法生理食塩液法＋酵素法＋間接抗グロブリン法生理食塩液法＋酵素法＋間接抗グロブリン法生理食塩液法＋酵素法＋間接抗グロブリン法

生理食塩液法＋間接抗グロブリン法生理食塩液法＋間接抗グロブリン法生理食塩液法＋間接抗グロブリン法生理食塩液法＋間接抗グロブリン法

酵素法＋間接抗グロブリン法酵素法＋間接抗グロブリン法酵素法＋間接抗グロブリン法酵素法＋間接抗グロブリン法

その他その他その他その他

未実施未実施未実施未実施 26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

主主主主に使用している酵素についてに使用している酵素についてに使用している酵素についてに使用している酵素について

12

2

0

23

1

1

ブロメリンブロメリンブロメリンブロメリン

フィシンフィシンフィシンフィシン

パパインパパインパパインパパイン

26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

間接抗間接抗間接抗間接抗グロブリン法において使用している主なグロブリン法において使用している主なグロブリン法において使用している主なグロブリン法において使用している主な
反応促進剤・増強剤について反応促進剤・増強剤について反応促進剤・増強剤について反応促進剤・増強剤について

26

9

1

3

1

31

13

4

8

0

低イオン強度溶液（低イオン強度溶液（低イオン強度溶液（低イオン強度溶液（LISS））））

ポリエチレングリコールポリエチレングリコールポリエチレングリコールポリエチレングリコール(PEG)

ウシアルブミンウシアルブミンウシアルブミンウシアルブミン

重合ウシアルブミン重合ウシアルブミン重合ウシアルブミン重合ウシアルブミン

その他その他その他その他
26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

間接抗グロブリン法において使用している主な間接抗グロブリン法において使用している主な間接抗グロブリン法において使用している主な間接抗グロブリン法において使用している主な
クームス血清（抗ヒトグロブリン血清）についてクームス血清（抗ヒトグロブリン血清）についてクームス血清（抗ヒトグロブリン血清）についてクームス血清（抗ヒトグロブリン血清）について

15

26

28

30

多特異性多特異性多特異性多特異性

抗抗抗抗IgG

26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

検査実施状況検査実施状況検査実施状況検査実施状況

39

0

2

0

55

2

2

1

自施設自施設自施設自施設

ブランチブランチブランチブランチ

FMS

外注外注外注外注 26年年年年 27年年年年
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ＡＢＯＡＢＯＡＢＯＡＢＯ, RRRRｈｈｈｈ(D(D(D(D) ) ) ) 血液型血液型血液型血液型検査検査検査検査

1

54

1

1

55

1

輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師

兼務の技師兼務の技師兼務の技師兼務の技師

未実施未実施未実施未実施

夜間・日直帯夜間・日直帯夜間・日直帯夜間・日直帯

13

44

12

46

輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師

兼務の技師兼務の技師兼務の技師兼務の技師

日勤帯日勤帯日勤帯日勤帯26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

不規則抗体検査について不規則抗体検査について不規則抗体検査について不規則抗体検査について

13

31

0

10

12

32

2

12

輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師

兼務の技師兼務の技師兼務の技師兼務の技師

その他その他その他その他

未実施未実施未実施未実施

日勤帯日勤帯日勤帯日勤帯26年年年年 27年年年年

1

37

0

17

1

35

2

20

夜間・日直帯夜間・日直帯夜間・日直帯夜間・日直帯

施設数施設数施設数施設数

交差適合試験について交差適合試験について交差適合試験について交差適合試験について

14

40

3

12

44

2

輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師

兼務の技師兼務の技師兼務の技師兼務の技師

未実施未実施未実施未実施

日勤帯日勤帯日勤帯日勤帯26年年年年 27年年年年

1

53

0

2

1

54

0

3

輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師輸血検査専任技師

兼務の技師兼務の技師兼務の技師兼務の技師

その他その他その他その他

未実施未実施未実施未実施

夜間・日直帯夜間・日直帯夜間・日直帯夜間・日直帯

施設数施設数施設数施設数

輸血用血液製剤輸血用血液製剤輸血用血液製剤輸血用血液製剤(日赤血・自己血等日赤血・自己血等日赤血・自己血等日赤血・自己血等)を保管管理を保管管理を保管管理を保管管理
している部署している部署している部署している部署

45

6

1

4

44

6

1

2

輸血部又は検査室内輸血部又は検査室内輸血部又は検査室内輸血部又は検査室内

薬剤部薬剤部薬剤部薬剤部

その他の部署その他の部署その他の部署その他の部署

在庫なし在庫なし在庫なし在庫なし
26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

ｱﾙﾌﾞﾐﾝ製剤を保管管理している部署ｱﾙﾌﾞﾐﾝ製剤を保管管理している部署ｱﾙﾌﾞﾐﾝ製剤を保管管理している部署ｱﾙﾌﾞﾐﾝ製剤を保管管理している部署

10

42

0

3

10

41

0

4

輸血部又は検査室内輸血部又は検査室内輸血部又は検査室内輸血部又は検査室内

薬剤部薬剤部薬剤部薬剤部

その他の部署その他の部署その他の部署その他の部署

在庫なし在庫なし在庫なし在庫なし 26年年年年 27年年年年

施設数施設数施設数施設数

自己抗体の解離方法について使用している方法自己抗体の解離方法について使用している方法自己抗体の解離方法について使用している方法自己抗体の解離方法について使用している方法

DT解離
40%

酸解離
6%

その他
4%

未実施
50%

グラフグラフグラフグラフ タイトルタイトルタイトルタイトル



2016/1/19

7

不規則抗体検査の血球試薬抗原情報が、ガイ不規則抗体検査の血球試薬抗原情報が、ガイ不規則抗体検査の血球試薬抗原情報が、ガイ不規則抗体検査の血球試薬抗原情報が、ガイ
ドライン等に基づきホモ接合体であるべき抗原ドライン等に基づきホモ接合体であるべき抗原ドライン等に基づきホモ接合体であるべき抗原ドライン等に基づきホモ接合体であるべき抗原
確認確認確認確認のののの実施について実施について実施について実施について

実施
41%

未実施
59%

不規則抗体スクリーニング赤血球は以下の条件を満た
さなければならない

((((1)1)1)1)不規則抗体スクリーニング赤血球は，以下の赤血球型抗原が陽性不規則抗体スクリーニング赤血球は，以下の赤血球型抗原が陽性不規則抗体スクリーニング赤血球は，以下の赤血球型抗原が陽性不規則抗体スクリーニング赤血球は，以下の赤血球型抗原が陽性でででで

あるあるあるある。。。。

CCCC, , , , cccc, , , , D, E, D, E, D, E, D, E, eeee, D, D, D, Diaiaiaia, D, D, D, Dibibibib, F, F, F, Fyayayaya, F, F, F, Fybybybyb, J, J, J, Jkakakaka, J, J, J, Jkbkbkbkb, , , , S, S, S, S, ssss, , , , M, N, M, N, M, N, M, N, PPPP1111, L, L, L, Leaeaeaea, L, L, L, Lebebebeb

(2)(2)(2)(2)少なくとも少なくとも少なくとも少なくとも2 2 2 2 本の不規則抗体スクリーニング赤血球を本の不規則抗体スクリーニング赤血球を本の不規則抗体スクリーニング赤血球を本の不規則抗体スクリーニング赤血球を1 1 1 1 組として用いる。組として用いる。組として用いる。組として用いる。

これらこれらこれらこれらの赤血球はの赤血球はの赤血球はの赤血球は混合混合混合混合して用いてはならない。して用いてはならない。して用いてはならない。して用いてはならない。

(3)(3)(3)(3)以下の抗原については，ホモ接合体の赤血球を含むことが望ましい。以下の抗原については，ホモ接合体の赤血球を含むことが望ましい。以下の抗原については，ホモ接合体の赤血球を含むことが望ましい。以下の抗原については，ホモ接合体の赤血球を含むことが望ましい。

CCCC, , , , cccc, , , , E, E, E, E, eeee, J, J, J, Jkakakaka, J, J, J, Jkbkbkbkb, F, F, F, Fyayayaya, F, F, F, Fybybybyb, , , , S, S, S, S, ssss

赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインより抜粋赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインより抜粋赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインより抜粋赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインより抜粋

輸血検査後の検体保管期間について最も輸血検査後の検体保管期間について最も輸血検査後の検体保管期間について最も輸血検査後の検体保管期間について最も近い日数近い日数近い日数近い日数

3日～6日
9%

7日～13日
20%

14日以上
69%

保管してい

ない
2%

患者検体の保存

• 2.2.3. 輸血後に発症する可能性のある溶血性副作用の原因輸血後に発症する可能性のある溶血性副作用の原因輸血後に発症する可能性のある溶血性副作用の原因輸血後に発症する可能性のある溶血性副作用の原因

調査のため、輸血後感染症対策の保管血漿（調査のため、輸血後感染症対策の保管血漿（調査のため、輸血後感染症対策の保管血漿（調査のため、輸血後感染症対策の保管血漿（血血血血清）とは別に、清）とは別に、清）とは別に、清）とは別に、

輸血施行日から少なくとも輸血施行日から少なくとも輸血施行日から少なくとも輸血施行日から少なくとも1 週間は週間は週間は週間は4℃℃℃℃に保管しておく。一般にに保管しておく。一般にに保管しておく。一般にに保管しておく。一般に

は、検体のは、検体のは、検体のは、検体の提出日提出日提出日提出日からからからから2 週間（週間（週間（週間（14 日間）冷蔵庫内に保管す日間）冷蔵庫内に保管す日間）冷蔵庫内に保管す日間）冷蔵庫内に保管す

る。また、実際に輸血された赤血球製剤のる。また、実際に輸血された赤血球製剤のる。また、実際に輸血された赤血球製剤のる。また、実際に輸血された赤血球製剤のセグメントのセグメントのセグメントのセグメントの保管に保管に保管に保管に

ついてもついてもついてもついても2 週間（週間（週間（週間（14 日間）冷蔵庫内に保管する日間）冷蔵庫内に保管する日間）冷蔵庫内に保管する日間）冷蔵庫内に保管する。。。。

赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインより抜粋赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインより抜粋赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインより抜粋赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインより抜粋

最後に

• 各ガイドラインなどが更新されていることがあります。

http://yuketsu.jstmct.or.jp/

・医学・診療情報（輸血・細胞治療参考資料）

・指針/ガイドライン

などに検査に関することが多く載っています。確認をしてください。


